
（別紙３） 

令和２年度 指定管理者業務実績シート 

 

                                                                          作成年月日 令和３年６月７日 

 

部 

 

 

  農林水産部 

 

 

課 

 

 

  水産課 

 

 

施設名・所在地   函館市漁村センター 函館市志海苔町269番地 

設置条例   函館市漁村センター条例 

指定管理者名   函館市漁業協同組合 指定期間 平成30年4月1日～令和3年3月31日 

指定管理者の特別

な要件 

 漁村センターは，漁民の生活改善および生産活動の向上に資すること

を目的として設置され，この施設を使用できる者の範囲は，市内に住所

を有する漁民およびその家族を基本としており漁民等に密接した施設で

あることから，地域の漁業の実情を最も把握しているとともに，開設当

初から管理を受託し適切な管理を行ってきた実績を有する当組合を特例

措置により指定管理者候補として選定している。 

選定 

区分 

公 募 

非公募 

 

設置目的 

 

 

  漁民の生活改善および生産活動の向上に資するため 

 

 

設置年月 

 

昭和５５年３月 建設費 131,584千円 

 

構造規模等 

耐用年数 

 

 

  鉄筋コンクリート２階一部鉄骨平屋建 

 耐用年数：４１年 

 

 

開館時間 

休館日等 

 

 

 

  開館時間：１０：００～２１：００ 

 休館日 ：月曜日，国民の祝日（国民の祝日が月曜日にあたるときは，その翌日） 

      その前日および翌日が国民の祝日である日 

      １月２日，１月３日および12月29日から12月31日までの日 

 

料金体系 

 

 

□利用料金制の採用の有無 

無 

 

 

１ 指定管理者が行う業務の内容および実施状況 

 

(1)管理業務 

   ・使用の許可および制限に関すること 

   ・使用料徴収に関すること 

  ・使用者に関すること 

  ・維持管理に関すること 

 

(2)委託事業 

 

   当該施設使用料収納事務 

 

(3)自主事業 

 

   無 

 

 

２ 市民サービス向上のためのその他の取り組み実績 

 

     無 

 



 

 

３ 市民ニーズの把握の実施状況 

 

      ・アンケートの実施  

       有 

 

 

４ 施設の利用状況（利用者数，稼働率など） 

     

 ・令和２年度の月別利用者数 

 

 

 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月   11月   12月   １月 ２月 ３月 合計  

 

 
使用

件数 

漁民 2 4 8 4 3 8 7 9 5 3 9 8 70(件) 

漁民以外 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 4(件) 

使用者数 10 29 111 43 133 115 168 133 42 22 91 83 980(人) 

稼働日数 2 4 8 4 5 8 8 8 5 2 8 8 70(日) 

１日当たりの 

利用者数 
5.0 7.3 13.9 10.8 26.6 14.4 21.0 16.6 8.4 11.0 11.4 10.4 14.0(人) 

 

 ・年度別利用者数 ← 指 定 期 間 → ← 指 定 期 間 →  

 

 

 

 

 

 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 

使用

件数 

漁民 102 102 94 70(件) 

漁民以外 1  1 10  4(件) 

利用者数 2,117  1,583  2,741  980(人) 

使用料収入 45,450 1,200 1,200 3,100(円) 

稼働日数 100 91 95 70(日) 

１日当たりの 

利用者数 
21.2  17.4  28.9  14.0(人) 

 

 

５ 指定管理者の収支状況  ←  指 定 期 間  → ←      指   定   期   間       → 

                                                                                         （単位：円） 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

収入 委託料 4,819,000 5,067,000 5,116,000 5,161,000 

支出 
 

 

 

人件費 5,580,334 5,820,391 6,120,800 6,167,919 

光熱水費 476,174 441,504 400,569 352,109 

修繕費 54,000 0 0 0 

通信運搬費 36,717 39,581 39,738 40,080 

委託料 50,760 87,480 87,980 126,500 

消耗品費 55,359 51,584 55,446 50,426 

その他の支出 432 864 1,744 2,640 

     

     

計 6,253,776 6,441,404 6,706,277 6,739,674 

当該施設の利用者一人 
当たり税金投入コスト 

2,933 3,200 1,866 6,877 

     

６ モニタリングの実施状況および指定管理者に対する改善指示等の実施状況 

  無 

７ 指定管理者に対する評価 

 ① 指定管理者の自己評価 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 評価 評価の内容 課題と今後の対応 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務の履行

状況 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

水準どおり決められた業務を適切に 

行っている。 

修繕については，少額であっても市への

報告を徹底する。また，環境への配慮を考

え，節電や節水，ゴミの減量の改善にさら

に努める。 

維持管理においては，施設の老朽化が見

られるため，特に安全面に配慮し，日常点

検や危険防止策を強化する。 

サービスの

質の状況 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

水準どおり決められた業務を適切に 

行っている。 
  当施設は，漁民の生活改善および生産活

動の向上を資するための施設であることか

ら，漁民からの利用に関する要望の聞き取

り等を通じ，必要に応じて臨機応変な対応

が行えるよう利便性の向上を目指す。また

接遇に関しても，言葉づかい，態度等のマ

ナー向上を図りたい。 

当施設の市民への情報提供に関しては，

漁民の利用を中心とした施設であるため，

漁民に対し幅広く周知していきたい。 

団体の経営

状況 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

 事業収支，経営状況とも適切である。  今後も適切な財務管理に努めたい。 

    

 ② 市の指定管理者に対する実績評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 評価 評価の内容 課題と今後の対応 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務の履行 

状況 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

水準どおり決められた業務を適切に 

行っている。 

使用許可については，漁民，漁民以外を

判断するため確認を行うこと。また，使用

料の徴収に関しては，施設使用前徴収の原

則を守り，特別な事情がある場合は，市と

必要な連絡調整を行うこと。 

維持管理については，施設の老朽化が進

行していることから，日常点検等により異

常や変化を見逃さないよう細心の注意を払

い管理を行うこと。なお，修繕に関しては

市または管理者のリスク負担，大小にかか

わらず速やかに市へ報告すること。 

サービスの

質の状況 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

 水準どおり決められた業務を適切に

行われている。 

 利便性の確保や従業員の資質向上のため

アンケートや聞き取りなど利用者の声を収

集し，打合せによる情報交換や引継ぎを綿

密に行い，利用者のニーズに即した質の高

いサービスを行うこと。 

 また，苦情・要望に関しては，大小に関

わらず記録すること。 

団体の経営

状況 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

 自己資本比率，総資本経常利益率で

の指標に注意を要する。 

 

今後も適切な財務管理に努めること。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎「業務の履行状況」「サービスの質の状況」 

 Ａ 協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準以上がなされている。 

 Ｂ 協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準どおり行われている。 

 Ｃ 協定書を遵守しているが，事業計画書及び仕様書の水準をやや満たしておらず，課題がある。 

 Ｄ 協定書や事業計画書に不履行がある。または，業務水準を満たしていない。 

◎「団体の経営状況」 

 A 事業収支，経営状況に問題はない。 

 B 事業収支，経営状況の今後に注意を要する。 

 C 事業収支，経営状況に早急な改善を要する。 

     


